
目標２：融雪型火山泥流に対する被害の軽減
融雪型火山泥流に対して、被害の軽減を図ります。

目標１：降雨型火山泥流に対する被害の軽減
火山噴火に伴う降灰は広範囲にわたるため、降雨型火山泥流対策を完了し、被害の軽減を図ります。

１．樽前山直轄火山砂防事業の概要①

中期的な目標達成後の
整備済土砂量：2,974千m3

(100%)

残りの整備対象土砂量：
16,850千m3

(52%)

中期的な目標達成後の
整備済土砂量：15,290千m3

(48%)

中期的な目標達成後の整備率

降雨型火山泥流

融雪型火山泥流

※無施設時の影響範囲

目標１

目標２

樽前山

凡例

火砕流の影響範囲

泥流の影響範囲

降灰時の不安定土砂

発生想定域

覚生川砂防堰堤群
（建設中）

中期的な目標による
整備予定箇所



活動時期 規模 噴火の概要

1909年 中噴火 鳴動、噴煙、降灰発生。噴石、降灰砂、電光、黒煙立ち昇る。現在の溶岩ドーム生成

1917年 小噴火 降灰、ドームに亀裂。鳴動、噴煙爆発音等あり。ドーム上に3個の火口形成。

1926年 小噴火 鳴動、爆発音、噴煙、降灰。ドームに亀裂。

1954年 小噴火 爆発音、降灰、小泥流(火口付近)、地震(苫小牧で震度2)、爆発音、空振。

1978年～81年 小噴火 降灰、その後ごく小規模な噴火を繰り返す。

1996年 噴気活発 ドーム南東亀裂で噴気活動活発化。有感地震(支笏湖畔・丸駒温泉等で震度2)。

1999年
噴気活発
地震群発

ドーム南西火口から噴気。火口温度上昇。火山性地震が群発。

2003年
噴気活発
地震群発

ドーム南西噴気孔群の最高温度約500℃。溶融硫黄、硫黄の燃焼、砂状の噴出物確認。
火山性地震が群発。

過去の主な火山活動

３

１．樽前山直轄火山砂防事業の概要②

中規模噴火

流下軽石
山頂に
小型カルデラ

1978 年1926 年1917年1874年 1909 年1804 ～1817年1739年1667 年

　火砕流
(軽石流 )

流下軽石 溶岩円頂丘 (Ⅰ)
中央火口丘

破壊
溶岩円頂丘 (Ⅱ)
円頂丘の割れ目から
水蒸気爆発

大規模噴火 大規模噴火 中規模噴火中規模噴火 小規模噴火小規模噴火小規模噴火

　火砕流
(軽石流 )

1954年
小規模噴火



３．事業の進捗状況と今後見込み

樽前山

凡例

火砕流の影響範囲

泥流の影響範囲

降灰時の不安定土砂

発生想定域

覚生川砂防堰堤群
（建設中）

完成済砂防設備
整備中砂防設備

現況の整備状況（R３現在）

整備率
(％）

整備済土砂量
(千m3）

整備対象土砂量
(千m3）

現 象

195,98232,140融雪型火山泥流

922,7382,974降雨型火山泥流



４．樽前川における計画と地質調査について①

樽
前
山

R8年度地質調査実施計画図



５．樽前川における計画と地質調査について②


